
高等学校工業科（インテリア）採点基準

［注意］問題によっては， 部分点を可とする
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正 答 〔例〕 採点 上 の 注 意

特許権

実用新案権 順序は問わない。
意匠権 全部合っているものだけを正答とする。

商標権

内容を正しくとらえていれば，表現は異なっ
ていてもよい。

- 〆ト、、
※ 図は，正答を縮小したものを示している。

問題に誤りがあったため， 掲載いたしません。
なお， すべての受験者に対し， 正答として扱うこととします。

(30-30 ×0. 05) 0. 05= 570 〔g〕

85+39. 997 × 1000÷500=4. 2503·・
したがって， 4. 25 〔mol/L〕

角速
度

2× 3 14 × 500÷60= 52. 3333· ・・
したがって， 52. 3 〔rad/s〕

周速
度

86÷100 × 3. 14 X 500÷60 × 3600÷1000= 
81. 012 
したがって， 81. 0 〔km/h〕

支点Aの反力を RA， 支点Bの反力を Reとする。
RA X O + 8 × 2. 5+ ( R8 × 10 ) = 0 カ3ら
R8

=20+ 10 
=2 

RA
= 8 2 
=6 

したがって， RA
= 6 〔kN〕， R. = 2 〔kN〕

① (1110) 2 

② (1111000) 2 

① (25) 16 

② C6D) 16 

F=A· B+A· B 

排他的論理和回路

① RAM

② ROM

LAN 

1÷ （ 1÷24+ 1÷12+ 1÷8) =4 〔Q〕

I. 5 × 10-•+ 5 =O. 3 〔 µFJ

ダイオー ド

内容を正しくとらえていれば，表現は異なっ
ていてもよい。

内容を正しくとらえていれば，表現は異なっ
ていてもよい。

内容を正しくとらえていれば，表現は異なっ
ていてもよい。

内容を正しくとらえていれば，表現は異なっ
ていてもよい。

内容を正しくとらえていれば，表現は異なっ
ていてもよい。

内容を正しくとらえていれば，表現は異なっ
ていてもよい。

反一致回路， E XCLUSIV E ーOR回路
もよい。

rando皿 access 皿emory もよい。

read only memory もよい。

内容を正しくとらえていれば，表現は異なっ
ていてもよい。

内容を正しくとらえていれば，表現は異なっ
ていてもよい。

三笠笠主主よ
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高等学校工業科（インテリア）採点基準

［注意］問題によっては，部分点を可とする。
三盈企主主主

問題番号 答 〔例〕 阻 点正 採 点 上 の 注 意

回
プロダクトデザインの意義，要素，用途などの基｜ 内容を正しくとらえていれば，表現は異｜

礎的な内容を扱うこと。 ｜なっていてもよい。
2 0 

( 1 l I床，壁，天井の順に明度を高く構成していく。 内容を正しくとらえていれば，表現は異｜
なっていてもよい。

5 

劃斗」。現表4Ja
 

れ・νてえらと
い

く
よ

し
も

正
て

を
い

容
て

内
つトふJ’’

 

た
で
じ
を

る
色
感
紙

せ
退
が
壁

見
後
き
の

に
’
行
色

う
て
奥
縮

よ
し
の
収

る
と
内
い

あ
一

室
低

に
ラ
’
が

く
カ
た
度

遠
ト

ま
明

が
ン

壁
セ
る

め

り
ク
す
た

よ
ア
と
る

に
を
相
す

呆
面
色
に

効
一

の
う

的
の
系
よ
る

理
壁
青
る
す

心
’
る
れ
用め

あ
ら
使

qru
 

1 

2 0 

回

II 
( 1 l I l:lfflff.l4!u:1！三；；；？ 

.. 

l ；： フィボナッチ数列 1, 1, 2, 3, 5,

8 ...のマス目で線を描いていればよい。
1 0 

4 5 

( 2) 

※ 図は，正答を縮小したものを示している。

1 0 

等角投影図法は，二消点透視図法に比べると作図
が簡単であり，空間のボリュ ームや構造のシステム
が分かりやすい。しかし，平行投影線のた

め

遠近感
は表現できないので実在感がない。等角投影図法に｜ 内容を正しくとらえていれば，表現は見
比べて二消点透視図法は作図が複雑になるが，完成｜なっていてもよい。
図はだれが見てもひと目で設計の内容が把握できる
という利点をもっているた

め

，プレゼンテー ション
には，二消点透視図法が適している。
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※ 図は，正答を縮小したものを示している。

3 5 

s. pから45 ° の基準線をP. pまで引
き，その交点から垂直にH. Lにおろした
交点がV. pとしていればよい。

s. p点に合わせ，A図の各角をP. p
まで足線を引く。 P. pの各交点から垂直｜ 2 0 

にG. Lまで足線を引く。
座面，背部の高さと各足線交点から，V.

Pを伸ばし，遠近感のある立体がかけてい
ればよい。
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